
　　改定後の料金は、令和９年４月１日以降の申請分から適用となります。

　施設の維持管理の経費は、市民のみなさんの税金と利用する方が支払われる使用料とで、まかなってい

ます。施設を利用する方と利用しない方との「利用と負担の公平性」を確保するため、利用する方に施設
の維持管理費の一部を負担していただくものです。
　会議室やホール等、一番利用が多い区分については、利用者の負担割合を半分の５０％としています。
また、改定後の料金は、急激な負担の増減を緩和するため、現行料金（改定前の利用料金）の0.8倍から
1.2倍の範囲内になるように設定しています。

公民館使用料の改定のお知らせ

　公民館の使用料について、「利用と負担の公平性の確保」を図るため、統一的な算定基準に基づき、定

期的な算定の見直しを行いました。前回の改定以来４年が経過していることから、現状の維持管理費を基
に算定した料金に改定するものです。
　皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

1.施設の維持管理費について

　

２.使用料算定の考え方について

　【維持管理費 ＝ 使用料 ＋ 税金】

３．改定後の新料金について
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